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チャイルドシート着用教室（4月11日　高富保育園）
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5月

10日（火） 受付13:00～14:30
市役所
（3階304会議室）

※多重債務関係の相談は弁護士相談で受け付けます

弁護士相談

毎週
木曜日

9:00～
12:00 美山支所

ハッピーライフ（結婚）相談

12日（火） 10:00～15:00 （美）中央公民館

26日（火） 10:00～15:00 山県市商工会館

社会保険相談

17日（火） 13:00～15:00 美山支所

人権擁護相談

17日（火） 13:00～15:00 美山支所

行政相談

01日（日）
03日（祝）
04日（祝）
05日（祝）
08日（日）
15日（日）
22日（日）
29日（日）

ひらまつ耳鼻咽喉科 山県市高富

もりこどもクリニック 山県市東深瀬

森医院 山県市高富

岡本医院 山県市佐賀

なりみやクリニック 山県市高富

鳥澤医院 山県市大森

後藤医院 岐阜市三輪

松井医院 岐阜市石原

0581―22―0288

0581―23―0321

0581―22―1024

0581―22―3687

0581―22―1213

0581―36―2311

058―229―1031

058―229―5655

休日診療（診療時間 9：00～15：00、16：00～19：00）

11日（水） 受付14:00～14:15
構造改善

センター

18日（水） 受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

11日（水） 受付14:00～14:15
構造改善

センター

18日（水） 受付14:00～14:15
（伊）老人福祉

センター

11日（水）

18日（水）

受付13:30
～13:45

受付13:30
～13:45

構造改善
センター

（伊）老人福祉
センター

11日（水） 受付13:00～13:15
構造改善

センター

18日（水） 受付13:00～13:15
（伊）老人福祉

センター

乳幼児健診

3・4か月児健診

10・11か月児健診

1歳6か月児健診

3歳児健診

「ふれあいセンター」は保健福祉ふれあいセンター

「（伊）老人福祉センター」は伊自良老人福祉センター

「構造改善センター」は美山構造改善センター

「（美）中央公民館」は美山中央公民館

12日（木） 受付13:15～14:00
ふれあい

センター

16日（月） 受付13:15～14:00
ふれあい

センター

19日（木） 受付13:15～14:00
ふれあい

センター

30日（月） 受付13:15～14:00
ふれあい

センター

予防接種

ポリオ

BCG

31日（火）

受付9:30
～12:00 山県市役所

受付14:00
～16:00

（株）平和堂東海
高富店

献　血

23日（月） 受付10:00～11:00
ふれあい

センター

乳幼児相談

09日（月） 時間予約 ふれあい
センター

すこやか相談
（予約必要：健康課　　22―6839）

26日（木） 受付13:30～15:00
ふれあい

センター

心の相談
（予約必要：社会福祉課　　22―6837）

6月5日までの予定
休日診療：6月5日（日）大前医院（岐阜市太郎丸
058-229-3131）、乳幼児相談：6月2日（火）受付10：00
～11：00（伊）老人福祉センター、
3歳児検診：6月1日（水） 受付13：00～14：00 ふれ
あいセンター
子宮頚

けい

ガン検診：6月3日（金）受付13：00～14：00
西武芸公民館
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山県市次世代育成支援行動計画� ＊＊
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少
子
化
と
は
、
子
ど
も
の
数
が
減
少

し
将
来
的
に
人
口
が
減
少
し
て
い
く
こ

と
を
い
い
ま
す
。

原
因
と
し
て
は
、
結
婚
や
育
児
、
家

庭
や
地
域
、
生
き
方
や
働
き
方
な
ど
個

人
の
考
え
方
が
多
様
と
な
り
、
晩
婚

化
、
未
婚
化
、
夫
婦
の
出
生
力
の
低
下

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

現
在
、
わ
が
国
で
は
こ
の
問
題
を
深

刻
に
受
け
止
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
と
ど
う
な
る
か
。
社

会
的
に
は
、
労
働
力
人
口
が
減
少
し
経

済
成
長
へ
の
影
響
、
年
金
、
社
会
保
障

な
ど
国
民
の
生
活
水
準
を
維
持
す
る
こ

と
が
困
難
に
な
り
、
地
域
社
会
に
と
っ

て
は
介
護
、
医
療
保
険
制
度
の
負
担
な

ど
の
維
持
に
も
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

次
世
代
と
は
、
字
の
ご
と
く
次
の
世

代
の
社
会
を
担
う
存
在
、
す
な
わ
ち
子

ど
も
の
世
代
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
ま
ず
子
ど
も
世
代
の

人
口
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
、
次
に

子
ど
も
の
育
児
や
教
育
が
十
分
に
な
さ

れ
、
自
立
し
た
心
豊
か
な
活
力
あ
る
大

人
に
育
つ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

今
日
の
急
速
な
少
子
化
の
中
、
国
、

地
方
公
共
団
体
、
企
業
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
、
次
世
代
育
成
支
援
対
策
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
平
成
十
五
年

七
月
に
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
地
方
公
共
団
体
や
企
業
は
今
後
十
年

間
の
集
中
的
、
計
画
的
な
取
り
組
み
を

示
す
行
動
計
画
（
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
）
の
策
定
を
行
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
市
町
村
が
定
め
る
行
動
計
画

の
期
間
は
今
年
度
（
平
成
十
七
年
度
）

か
ら
の
五
年
間
を
第
一
期
と
し
（
前
期

計
画
）、
必
要
な
見
直
し
を
行
い
平
成

二
十
二
年
か
ら
の
五
年
間
後
期
計
画
を

定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

山
県
市
で
は
子
育
て
中
の
親
グ
ル
ー

プ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
か
ら
意
見
を
聞

く
な
ど
し
て
、
三
月
に
「
山
県
市
次
世

代
育
成
支
援
行
動
計
画
（
や
ま
が
た
っ

子
す
く
す
く
プ
ラ
ン
）」
を
策
定
し

ま
し
た
。

少
子
化
と
は

次
世
代
育
成
と
は

次
世
代
育
成
支
援
行
動計

画
策
定

少
子
化
が
進
む
と

　こんな子どもに育ってほしい�
　自立した子、明るい子、周りの人と仲良くできる子など�

　こんな育児がしたい�
　ルールを決めて楽しみながら育児、個性を活かした育児�

　親としてこんな生活を送りたい�
　ひとりの人間として生きる、健康が保てる�

　大切なこと�
　人間同士としての親子関係を作る�
　子どもは家族の宝であると同時に地域の大事な財産�

　現在の子育てをめぐって�
　育児のあり方が変わってきている、少子化で子どもと親同
士のネットワークが作りにくい、ネットワークづくりの場が
ほしい�

　親（たち）はこれができる�
　しつけ、子どもを守る、同世代の子を持つ親へ働きかけ仲
間になる、地域の子どもに教える（あいさつ、危険を防ぐ）、
安全な環境を自分たちで保つなど�

一．

一
八
人
。
こ
の
数
字
は
山

県
市
の
女
性
が
生
涯
で
出
産
す
る

平
均
人
数
で
す
。

ち
な
み
に
全
国
平
均
が
一．

二

九
人
。
山
県
市
は
大
き
く
下
回
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
般
的
に
女
性
が
生
涯

で
平
均
二．

一
人
の
子
ど
も
を
産

ま
な
い
と
人
口
の
減
少
が
起
こ
っ

て
く
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
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●人間性、思いやりを育む子育てをする
●個性を活かす
●夢を持たせる
●適切なしつけをする
●生きるための技術や学力を身につけさせる
●危険な場所や行動をきちんと教える
●家族そろって健康に気をつける
●子育てに悩んだり、問題が生じたら相談する
次世代の育成は、まず家庭から取り組む必要があります。しかし、
これらの行動を達成するのは家庭の中だけでは限界があります。
そこで、本計画では地域ぐるみの行動によって家庭を助け、次世代
の育成を目指します。

●親同士の助け合いを大切にする
自助とピアサポート（仲間支援）機能を持った親グループを育成
します。
●コミュニティで次世代育成を支える
地域住民や関係機関を中心とする子育てサポートグループを育成
します。
●必要な制度、システムを作る
子育て支援のための公的サービスを充実します。
●関係機関が連携する
今回の計画は、福祉、保健、医療や教育をはじめ生活環境の広い
分野にまたがっています。そのため、これらの関係機関（専門家）
が連携して進める必要があります。また、今回の計画は行政内部で
も多数の担当部署に分かれていますので、行政関係者による、行政
施策を検討、管理するプロジェクトチームにより推進します。

育
児
や
し
つ
け
の
こ
と
、
遊
び
場
や

友
達
の
こ
と
な
ど
な
ど
…
。
育
児
に
関

す
る
相
談
や
、
情
報
提
供
の
場
と
し
て

一
緒
に
子
育
て
を
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？子

育
て
に
つ
い
て
お
知
り
に
な
り
た

い
こ
と
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ぜ
ひ
、
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

▼
場
所

山
県
市
東
深
瀬
一
七
番
地
一

子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す

▼
電
話

23
―

2
3
2
3

▼
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
五

時
十
五
分

▼
休
館
日

祝
日
、
第
三
日
曜
日
、
ほ
か

四
月
か
ら
子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す
内

に
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
け
、

子
育
て
真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
、
お
父

さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
し
ま
す
。

所長　長屋　久子

計画推進のためのスローガン�

　計画書本文を社会福祉課ホー

ムページからご覧いただけます。�
�

ホームページ�

　http://www.city.yamagata.�

　　　 　gifu.jp/ka/s-fukushi/�

　　　 　index.html

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
　
置
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四
月
四
日
、
岐
阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
地
元
企
業
新
就
職
者
歓
迎
の
集
い
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
集
い
に
は
市
内
の
五
事
業
所
か

ら
、
二
十
六
人
の
新
就
職
者
が
参
加
。

岐
阜
県
出
身
で
京
都
光
華
女
子
大
学

文
学
部
英
語
英
米
文
学
科
助
教
授
の
木

戸
美
幸
さ
ん
が
「
社
会
人
と
し
て
生
き

る
こ
と
、
日
米
の
価
値
観
の
比
較
を
通

し
て
み
え
る
も
の
」
と
題
し
た
記
念
講

演
や
テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
講

習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

三
月
五
日
、
山
県
市
文
化
の
里
花
咲

き
ホ
ー
ル
で
平
成
十
六
年
度
岐
阜
県
身

体
障
害
者
福
祉
協
会
「
岐
阜
B
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
」
が
行
わ
れ
、
約
百
人
の
会

員
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
県
身
体
障
害
者
協

会
長
の
松
井
逸
郎
さ
ん
が
講
師
と
し
て

招
か
れ
、
今
後
の
身
体
障
害
者
福
祉
政

策
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
行
わ
れ
ま
し

た
。 四

月
一
日
に
岐
阜
市
、
各
務

原
市
と
山
県
市
の
森
林
組
合
が

合
併
し
て
で
き
た
「
岐
阜
中
央

森
林
組
合
」
の
合
併
記
念
式
典

が
同
月
六
日
、
美
山
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
関
係
者
な

ど
約
八
十
人
が
合
併
を
祝
い
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
前

に
掲
げ
ら
れ
た
新
組
合
の
表
札

の
除
幕
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

矢
口
貢
男
組
合
長
は
、「
山

を
守
る
心
を
持
っ
て
後
継
者
の

育
成
な
ど
に
励
み
、
地
域
に
愛

さ
れ
る
組
合
に
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★
★

新
就
職
者
の
若
原
貴
是
さ
ん
は
、

「
就
職
難
の
時
期
に
就
職
で
き
た
こ
と

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
新
た
な
気
持

ち
で
社
会
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
」
と

力
強
く
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

地
元
企
業
新
就
職
者歓迎

の
集
い

新
組
合
の
表
札
除
幕

地
区
身
障
者
研
修
会
を
開
催
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四
月
十
日
、
伊
自
良
祭
り
実
行
委
員

会
の
主
催
で
い
じ
ら
湖
桜
ま
つ
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
例
年
よ
り
桜
の
開
花
が
遅

れ
た
た
め
、
祭
り
当
日
は
は
八
分
咲
き

程
度
。
し
か
し
、
伊
自
良
湖
畔
に
咲
く

き
れ
い
な
桜
と
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
る
湖

面
を
見
よ
う
と
、
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。

ま
た
ス
テ
ー
ジ
周
辺
で
は
、
子
ど
も

縁
日
、
歌
謡
シ
ョ
ー
を
は
じ
め
、
地
元

特
産
物
の
販
売
や
飲
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど

の
催
し
が
あ
り
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

三
月
十
二
日
、
山
県
市
文
化
の
里
花

咲
き
ホ
ー
ル
で
第
三
回
山
県
市
民
文
化

講
演
会
・
演
奏
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
講
演
会
・
演
奏
会
は
山
県
市
教
育

振
興
会
、
市
な
ど
が
主
催
し
た
も
の

で
、
約
三
百
五
十
人
の
市
民
が
出
席
し

ま
し
た
。

岐
阜
大
学
管
弦
楽
団
が
演
奏
を
披
露

し
、
そ
の
後
、
宇
宙
飛
行
士
の
毛
利
衛

さ
ん
の
妻
で
、
（有）
エ
ン
デ
バ
ー
代
表
取

締
役
の
毛
利
彰
子
さ
ん
が
「
〜
起
業
家

と
し
て
、
妻
と
し
て
、
母
親
と
し
て
〜
」

と
題
し
て
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
自
身
の
体
験
な
ど
を
踏
ま

え
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
可
児
市
の
花
フ
ェ
ス
タ
記
念

公
園
で
開
催
中
の
花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0

5
ぎ
ふ
。
三
月
二
十
四
日
、
二
十
五
日

は
山
県
市
フ
ェ
ス
タ
と
し
て
市
内
の
郷

土
芸
能
や
伝
統
工
芸
な
ど
の
披
露
や
物

産
展
が
行
わ
れ
、
会
場
は
山
県
市
の
行

事
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
来
客

者
に
市
の
特
産
品
で
味
付
け
た
う
ど
ん

や
五
平
餅
が
無
料
で
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
、

そ
れ
ら
を
配
る
テ
ン
ト
の
前
に
は
長
蛇

の
列
が
で
き
ま
し
た
。

二
十
五
日
に
は
、
歌
の
コ
ン
テ
ス
ト

「
花
の
歌
フ
ェ
ス
タ
」
を
行
い
、
小
倉

の
舩
戸
宏
さ
ん
が
優
勝
。
舩
戸
さ
ん
は

山
県
市
の
代
表
と
し
て
六
月
に
開
催
さ

れ
る
決
勝
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
県
か
ら
の
補
助
金
を

受
け
て
い
ま
す
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

伊
自
良
湖
の
春
を
満
喫

男
女
共
同
参
画
社
会
をめざ

し
て

伊
自
良
中
央
公
民
館
で
カ
ラ
オ
ケ
や

日
本
舞
踊
な
ど
を
学
ん
で
い
る
皆
さ
ん

が
、
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
す
る

生
涯
学
習
発
表
会
が
三
月
十
三
日
、
花

咲
き
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
日
ス
テ
ー
ジ
で
歌
や
踊
り
な
ど
を
披

露
し
た
の
は
十
七
ク
ラ
ブ
、
延
べ
約
百

五
十
名
の
皆
さ
ん
で
、
訪
れ
た
多
く
の

来
場
者
の
応
援
を
受
け
、
真
新
し
い
ホ

ー
ル
で
堂
々
と
し
た
発
表
を
行
い
ま
し

た
。ま

た
三
月
十
九
日
と
二
十
日
に
は
、

美
山
中
央
公
民
館
で
地
元
の
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
員
や
小
・
中
学
生
の
絵
画
や

書
、
陶
芸
作
品
な
ど
の
展
示
発
表
会
が

開
催
さ
れ
、
両
日
と
も
た
く
さ
ん
の
方

が
鑑
賞
に
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

花
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
5
ぎ
ふ
の

会
場
で
山
県
市
を
P
R

日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
発
表
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第
二
回
や
ま
が
た
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会

が
三
月
二
十
日
、
大
桑
の
四
国
山
香
り

の
森
公
園
周
辺
で
行
わ
れ
、
市
内
や
近

隣
市
町
村
か
ら
集
ま
っ
た
約
八
百
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
山
県
市
体
育
協
会
が
開

催
し
た
も
の
で
、
岐
阜
市
出
身
で
先

日
、
東
海
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
第

二
部
の
F
C
岐
阜
に
入
団
し
た
元
J
リ

ー
ガ
ー
森
山
泰
行
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
に
招
き
ま
し
た
。

森
山
さ
ん
は
一
・
五
km
の
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会
に
出
場
し
、
幅
広
い
世
代
の
参

加
者
と
一
緒
に
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま

し
た
。

ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
が
三
月
二
十
日
、
グ
リ
ー
ン
プ
ラ

ザ
み
や
ま
コ
テ
ー
ジ
村
で
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
交
流
会
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

相
談
室
が
市
内
の
独
身
男
性
に
出
会
い

の
場
を
提
供
し
よ
う
と
企
画
。
参
加
者

は
市
内
外
か
ら
訪
れ
た
女
性
と
会
話
を

楽
し
ん
だ
り
、
コ
テ
ー
ジ
村
を
散
策
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
日
の
参
加
者
か
ら
ゴ
ー
ル
イ
ン

す
る
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
た
ら
い
い
で

す
ね
。

三
月
二
十
七
日
、
山
県
市
総
合
体
育

館
で
平
成
十
七
年
山
県
市
消
防
団
入
退

団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
第
一
分
団
の
高
見
道
治
分

団
長
を
は
じ
め
と
す
る
九
十
四
人
が
退

団
。
山
県
市
長
感
謝
状
や
山
県
警
察
署

長
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
新
入
団
員
は
九
十
五
人
が
入

団
し
、
第
五
分
団
の
三
井
隆
団
員
が
武

藤
消
防
団
長
か
ら
辞
令
を
受
け
と
り
、

宣
誓
書
を
力
強
く
読
み
あ
げ
消
防
団
員

と
し
て
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

健
康
づ
く
り
の
た
め
に

鷲
見
伊
奈
子
さ
ん
に
感
謝
状

未
来
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は

見
つ
か
り
ま
し
た
か

高
木
の
鷲
見
伊
奈
子
さ
ん
が
長
年
行

政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
三
月
三
十
一
日
付
け
で
退
任

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
ほ
ど
総
務

大
臣
か
ら
感
謝
状
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

鷲
見
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
六
年
に
行

政
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
、
そ
れ
以
来
二

か
月
に
一
回
市
役
所
で
相
談
に
応
じ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
五
日
、
市
長
立
ち
会
い
の
も

と
、
高
崎
清
岐
阜
行
政
評
価
事
務
所
長

か
ら
感
謝
状
を
送
ら
れ
た
鷲
見
さ
ん
は
、

「
家
族
を
含
め
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
務

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

地
域
の
た
め
に

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
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三
月
三
十
一
日
、
山
県
市
養
護
老
人

ホ
ー
ム
美
山
荘
が
四
月
か
ら
民
営
化
さ

れ
る
こ
と
に
伴
い
、
引
継
ぎ
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

引
継
ぎ
式
で
は
、
入
所
者
や
新
旧
職

員
約
七
十
人
が
出
席
。「
今
ま
で
以
上

に
利
用
者
の
ケ
ア
の
充
実
を
図
る
必
要

か
ら
施
設
運
営
な
ど
に
実
績
が
あ
る
社

会
福
祉
法
人
同
朋
会
に
管
理
運
営
を
移

譲
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
市
長

が
あ
い
さ
つ
。

旧
職
員
や
入
所
者
に
は
涙
ぐ
む
人
も

い
る
中
、
新
し
く
荘
長
と
な
る
平
下
博

文
さ
ん
が
「
皆
さ
ん
が
つ
く
っ
た
歴
史

を
大
事
に
し
な
が
ら
新
し
い
美
山
荘
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
す
る

と
大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
ど
　
カ
ル
コ
ス
取
締
役
会
長

の
信
田
義
朗
さ
ん
か
ら
市
へ
、
桜
（
ソ

メ
イ
ヨ
シ
ノ
）
の
苗
百
本
が
寄
贈
さ
れ
、

こ
の
う
ち
四
十
本
を
三
月
中
旬
に
伊
佐

美
と
赤
尾
の
自
治
会
役
員
の
皆
さ
ん
が

鳥
羽
川
の
堤
防
沿
い
に
植
樹
し
ま
し

た
。こ

れ
は
同
社
が
明
治
三
十
五
年
に
旧

高
富
町
本
町
で
信
田
屋
と
し
て
創
業
し

て
以
来
、
名
称
変
更
後
も
昭
和
六
十
年

に
本
店
を
岐
阜
市
に
移
転
す
る
ま
で
、

同
地
で
書
籍
、
文
具
の
販
売
を
続
け
ら

れ
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
し
る
し
と
し
て
、

創
業
か
ら
百
年
を
超
え
た
記
念
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

今
後
は
市
内
高
富
地
域
内
に
植
樹
場

所
が
確
保
で
き
次
第
、
順
次
植
え
ら
れ

て
い
く
予
定
で
す
。

災
害
時
に
被
災
者
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
る
名
古
屋
の
N
P
O
団
体
代
表
、

栗
田
暢
之
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
講
座

が
、
三
月
十
五
日
、
美
山
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し
は
昨

年
十
二
月
に
大
桑
の
福
祉
施
設
が
中
心

と
な
っ
て
発
足
し
た
高
富
地
域
ふ
る
さ

と
福
祉
村
と
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
合

同
で
開
催
し
た
も
の
で
、
栗
田
さ
ん
は
、

災
害
に
備
え
る
地
域
の
防
災
力
の
必
要

性
な
ど
に
つ
い
て
を
、
具
体
的
な
事
例

を
あ
げ
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、

訪
れ
た
関
係
団
体
や
一
般
市
民
の
方
が

熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

桜
の
苗
を
い
た
だ
き
ま
し
た

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
た
め
に

四
月
九
日
、
山
県
市
総
合
運
動
場
で

た
か
と
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
ス
タ
ー

ト
の
会
2
0
0
5
」
が
行
わ
れ
、
会
員

約
二
百
五
十
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
会
で
は
各
講
座
や
指
導
者
の
紹

介
が
あ
り
、
そ
の
後
会
員
同
士
の
交
流

を
図
る
た
め
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
交
流

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
約
六
百
五
十
人
の
会
員
が
入

会
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
常
時
入
会
は

可
能
で
す
。

災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

つ
い
て
学
ぶ

会
員
同
士
が
交
流
を図り

ま
し
た

（株）
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課
長
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▽
議
会
事
務
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総
務
課
長
（
教
育
委

員
会
社
会
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育
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長
）
棚
橋
和
良
▽
総

務
部
秘
書
課
長
（
保
健
福
祉
部
社
会
福

祉
課
長
）
竹
村
勇
司
▽
企
画
部
総
合
企

画
課
長（
教
育
委
員
会
社
会
体
育
課
長
）

井
原
睦
▽
企
画
部
情
報
政
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課
長
（
市
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部
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衛
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課
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）
谷
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市
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課
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課
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）
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▽
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民
部
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生

課
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伊
自
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支
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長
）
梅
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▽

保
健
福
祉
部
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会
福
祉
課
長
（
保
健
福

祉
部
長
寿
福
祉
課
長
兼
高
富
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
伊
自
良
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
兼
美
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
所
長
）
笠
原
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▽
保
健
福
祉
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社

会
福
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幹
（
高
富
保
育
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長
）
臼

井
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美
子
▽
保
健
福
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長
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福
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課

長
兼
高
富
老
人
福
祉
セ
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タ
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長
兼

伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
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所
長
兼
美

山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
（
高
富
中

央
公
民
館
長
）
土
井
彰
司
▽
産
業
経

済
部
産
業
振
興
課
長
兼
産
業
団
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策
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長
（
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民
部
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民
課
長
）
長
野
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▽
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経
済
部
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振
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幹
・
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
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駐
在

（
美
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中
央
公
民
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長
）
堀
亮
▽
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盤

整
備
部
管
理
課
主
幹
（
総
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部
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長
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）
上
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▽
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課
長
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興
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長
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）
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▽
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屋
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▽
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長
）
鳥
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兼
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健
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）
長
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長
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園

長
）
舩
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子
▽
富
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園
長

（
子
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げ
ん
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長
）
土

田
弘
美

課
長
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佐
級

▽
総
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部
総
務
課
課
長
補
佐
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企

画
部
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政
課
課
長
補
佐
）
久
保
田
裕

司
▽
総
務
部
秘
書
課
課
長
補
佐
（
企

画
部
財
政
課
課
長
補
佐
）
棚
橋
輝
英

▽
総
務
部
税
務
課
課
長
補
佐
（
伊
自

良
中
央
公
民
館
長
）
林
強
臣
▽
総
務

部
税
務
課
課
長
補
佐
（
水
道
部
水
道

課
課
長
補
佐
）
山
本
敏
広
▽
企
画
部

総
合
企
画
課
課
長
補
佐
（
産
業
経
済

部
産
業
振
興
課
課
長
補
佐
・
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
み
や
ま
駐
在
）
林
早
笑
▽
企
画

部
財
政
課
課
長
補
佐
（
文
化
の
里
古
田

紹
欽
記
念
館
長
兼
文
化
の
里
花
咲
き
ホ

ー
ル
館
長
）
梅
田
義
孝
▽
市
民
部
市
民

課
課
長
補
佐
（
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
課
長
補
佐
）
桐
山
藤
夫
▽
市
民

部
市
民
課
課
長
補
佐
（
美
山
支
所
課

長
補
佐
）
江
崎
弘
美
▽
市
民
部
環
境

衛
生
課
課
長
補
佐
（
産
業
経
済
部
農

林
水
産
課
課
長
補
佐
）
大
山
功
▽
保

健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
課
長
補
佐

（
市
民
部
環
境
衛
生
課
課
長
補
佐
）
林

譲
▽
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
課
長

補
佐
（
保
健
福
祉
部
健
康
課
課
長
補

佐
）
中
島
み
さ
子
▽
保
健
福
祉
部
健
康

課
課
長
補
佐
（
高
富
中
央
公
民
館
課

長
補
佐
）
村
瀬
知
広
▽
産
業
経
済
部

農
林
水
産
課
課
長
補
佐
（
保
健
福
祉

部
長
寿
福
祉
課
課
長
補
佐
）
高
井
文

則
▽
産
業
経
済
部
産
業
振
興
課
課
長

補
佐
（
有
線
テ
レ
ビ
局
長
）
村
瀬
晃
司

▽
基
盤
整
備
部
建
設
課
課
長
補
佐

（
水
道
部
下
水
道
課
課
長
補
佐
）
土
田

裕
美
▽
基
盤
整
備
部
都
市
計
画
課
課

長
補
佐
（
企
画
部
情
報
政
策
課
課
長

補
佐
）
藤
井
保
弘
▽
水
道
部
下
水
道

課
課
長
補
佐
（
基
盤
整
備
部
管
理
課

課
長
補
佐
）
梅
田
敏
弘
▽
水
道
部
水

道
課
課
長
補
佐
（
総
務
部
総
務
課
課

長
補
佐
）
奥
田
英
彦
▽
伊
自
良
支
所

課
長
補
佐
（
総
務
部
総
務
課
課
長
補

佐
）
川
島
良
彦
▽
美
山
支
所
課
長
補

佐
（
市
民
部
市
民
課
課
長
補
佐
）
村

橋
一
成
▽
美
山
支
所
課
長
補
佐
（
議

会
事
務
局
課
長
補
佐
）
藤
田
直
美
▽

高
富
保
育
園
副
園
長
（
乾
保
育
園
主

任
保
育
士
）
大
野
美
幸
▽
大
桑
保
育

園
長
（
西
武
芸
保
育
園
副
園
長
）
桑

原
信
子
▽
伊
自
良
保
育
園
副
園
長

（
富
波
保
育
園
主
任
保
育
士
）
早
矢
仕

久
美
子
▽
乾
保
育
園
長
（
富
波
保
育

園
長
）
江
川
厚
子
▽
ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ

ン
タ
ー
所
長
（
高
富
保
育
園
副
園
長
）

嵐
時
子

係
長▽

総
務
部
総
務
課
係
長
（
基
盤
整

備
部
管
理
課
係
長
）
松
井
資
起
▽
総

務
部
税
務
課
係
長
（
産
業
経
済
部
農

林
水
産
課
係
長
）
鷲
見
芳
文
▽
企
画

部
総
合
企
画
課
係
長
（
基
盤
整
備
部

管
理
課
係
長
）
桐
山
初
子
▽
企
画
部

財
政
課
係
長
（
水
道
部
下
水
道
課
係

平
成
17
年
度
 
人
事
異
動
�

平
成
17
年
度
 
人
事
異
動
�

市
長
部
局
（
議
会
・
会
計
組
織
を
含
む
。）

四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
（
所
属
変
更
の
あ
っ
た
者
の
み
）
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【（
）内
は
異
動
前
の
所
属
】
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長
）
谷
村
政
彦
▽
市
民
部
環
境
衛
生

課
係
長
（
産
業
経
済
部
農
林
水
産
課

係
長
）
江
尾
浩
行
▽
産
業
経
済
部
農

林
水
産
課
係
長
（
総
務
部
税
務
課
係

長
）
原
田
豊
久
▽
水
道
部
水
道
課
係

長
（
企
画
部
財
政
課
主
査
）
林
千
秋

▽
高
富
保
育
園
主
任
保
育
士
（
富
岡

保
育
園
主
任
保
育
士
）
浅
井
智
子
▽

富
波
保
育
園
主
任
保
育
士
（
高
富
保

育
園
主
任
保
育
士
）
豊
吉
さ
と
み
▽
乾

保
育
園
主
任
保
育
士
（
い
わ
桜
保
育
園

主
任
保
育
士
）
浜
田
紀
子
▽
子
ど
も
げ

ん
き
は
う
す
係
長
（
企
画
部
総
合
企
画

課
係
長
）
恩
田
拓
充
▽
ピ
ッ
コ
ロ
療
育

セ
ン
タ
ー
係
長
（
梅
原
保
育
園
主
任
保

育
士
）
藤
島
正
子

主
査
級

▽
総
務
部
税
務
課
主
査
（
基
盤
整

備
部
建
設
課
主
査
）
田
中
進
▽
総
務

部
税
務
課
主
査
（
総
務
部
秘
書
課
主

査
）
山
本
文
郎
▽
保
健
福
祉
部
社
会

福
祉
課
主
査
（
美
山
荘
主
任
）
井
上

久
美
子
▽
保
健
福
祉
部
健
康
課
主
査

（
ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ
ン
タ
ー
主
査
）
大

西
美
紀
▽
産
業
経
済
部
農
林
水
産
課

主
査
（
総
務
部
税
務
課
主
査
）
山
本

一
▽
基
盤
整
備
部
管
理
課
主
査
（
水

道
部
下
水
道
課
主
査
）
佐
村
広
之
▽

基
盤
整
備
部
管
理
課
主
査
（
総
務
部

税
務
課
主
任
）
宇
野
聡
▽
基
盤
整
備

部
建
設
課
主
査
（
基
盤
整
備
部
農
山

村
整
備
課
主
査
）
今
井
孝
哉
▽
水
道

部
下
水
道
課
主
査
（
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
任
）
浅
野
あ
ゆ
み
▽
会
計

課
主
査
（
企
画
部
総
合
企
画
課
主
査
）

藤
根
紀
子
▽
富
岡
保
育
園
保
育
士

（
西
武
芸
保
育
園
保
育
士
）
藤
根
正
代

主
任
級

▽
総
務
部
秘
書
課
主
任
（
総
務
部

税
務
課
主
任
）
川
田
宗
弘
▽
総
務
部

秘
書
課
主
任
＝
県
派
遣
（
基
盤
整
備

部
管
理
課
主
任
）
山
口
覚
▽
企
画
部

財
政
課
主
任
（
総
務
部
総
務
課
主
事
）

北
野
香
葉
▽
市
民
部
市
民
課
主
任

（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
主
事
）
村

瀬
光
代
▽
市
民
部
市
民
課
主
任
（
有

線
テ
レ
ビ
局
主
事
）
宇
野
由
紀
子
▽
保

健
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
任
（
美
山

荘
主
任
）
峯
浦
啓
▽
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
任
（
伊
自
良
支
所
主
任
）

浅
野
澄
子
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉

課
主
任
（
水
道
部
水
道
課
主
任
）
高

橋
伸
昌
▽
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

主
任
（
市
民
部
環
境
衛
生
課
主
任
）

田
村
恵
子
▽
保
健
福
祉
部
健
康
課
主

任
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課
主
任
）

滑
川
ゆ
か
り
▽
基
盤
整
備
部
管
理
課
主

任
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
主
任
）

山
田
哲
也
▽
基
盤
整
備
部
管
理
課
主

任
（
水
道
部
水
道
課
主
事
）
和
仁
建

浩
▽
基
盤
整
備
部
都
市
計
画
課
主
任

（
基
盤
整
備
部
建
設
課
主
任
）
千
本
昌

宏
▽
基
盤
整
備
部
農
山
村
整
備
課
主

任
（
美
山
支
所
主
任
）
村
瀬
克
明
▽

水
道
部
下
水
道
課
主
任
（
教
育
委
員

会
社
会
教
育
課
主
任
）
岡
田
陽
樹
▽

西
武
芸
保
育
園
保
育
士
（
富
岡
保
育

園
保
育
士
）
日
置
裕
子
▽
子
ど
も
げ
ん

き
は
う
す
主
任
（
美
山
荘
主
任
）
山
田

よ
し
子
▽
ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ
ン
タ
ー
主

任
（
水
道
部
水
道
課
主
任
）
横
山
直

美主
事
級

▽
総
務
部
総
務
課
主
事
（
基
盤
整

備
部
都
市
計
画
課
主
事
）
高
畑
学
▽

水
道
部
水
道
課
主
事
（
総
務
部
秘
書

課
主
事
）
土
田
浩
司
▽
水
道
部
水
道

課
主
事
（
会
計
課
主
事
）
木
田
好
美

▽
有
線
テ
レ
ビ
局
主
事
（
市
民
部
市
民

課
）
福
井
英
里
▽
有
線
テ
レ
ビ
局
主
事

（
総
務
部
税
務
課
主
事
）
服
部
佳
明
▽

有
線
テ
レ
ビ
局
主
事
（
保
健
福
祉
部
社

会
福
祉
課
主
事
）
高
橋
知
子
▽
梅
原

保
育
園
保
育
士
（
伊
自
良
保
育
園
保

育
士
）
伊
藤
利
恵
▽
西
武
芸
保
育
園

保
育
士
（
富
岡
保
育
園
保
育
士
）
西

尾
安
世

主
事
補
級

▽
高
富
保
育
園
保
育
士
（
桜
尾
保

育
園
保
育
士
）
川
瀬
景
子
▽
富
岡
保

育
園
保
育
士
（
高
富
保
育
園
保
育
士
）

玉
井
亜
希
子
▽
富
岡
保
育
園
保
育
士

（
高
富
保
育
園
保
育
士
）
田
口
佳
代
▽

桜
尾
保
育
園
保
育
士
（
富
岡
保
育
園

保
育
士
）
山
口
都

課
長
級

▽
学
校
教
育
課
長
（
県
教
委
か
ら
派

遣
）
土
田
千
隆
▽
生
涯
学
習
課
長

（
美
山
荘
長
）
恩
田
健
▽
文
化
課
長

（
企
画
部
総
合
企
画
課
長
）
田
原
修
▽

高
富
中
央
公
民
館
長
（
保
健
福
祉
部

社
会
福
祉
課
主
幹
）
浜
田
一
邦
▽
伊

自
良
中
央
公
民
館
長
（
総
務
部
税
務

課
主
幹
）
山
田
英
喜
▽
美
山
中
央
公

民
館
長
（
子
ど
も
げ
ん
き
は
う
す
館

長
）
見
崎
益
美

課
長
補
佐
級

▽
教
育
総
務
課
課
長
補
佐
（
市
民

部
市
民
課
課
長
補
佐
）
山
田
正
広
▽

学
校
教
育
課
課
長
補
佐
（
県
教
委
か
ら

派
遣
）
渡
辺
千
俊
▽
学
校
教
育
課
課

長
補
佐
（
保
健
福
祉
部
長
寿
福
祉
課

課
長
補
佐
）
山
口
た
か
子
▽
生
涯
学
習

課
課
長
補
佐
（
社
会
教
育
課
課
長
補

佐
）
江
川
政
司
▽
文
化
課
課
長
補
佐

（
社
会
体
育
課
課
長
補
佐
）
石
神
彰
▽

文
化
課
課
長
補
佐
（
基
盤
整
備
部
都

市
計
画
課
課
長
補
佐
）
伊
藤
直
樹
▽

教
育
委
員
会
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総
合
体
育
館
長
（
社
会
体
育
課
課
長

補
佐
）
岡
山
俊
則
▽
文
化
の
里
古
田
紹

欽
記
念
館
長
兼
文
化
の
里
花
咲
き
ホ
ー

ル
館
長
（
産
業
経
済
部
産
業
振
興
課
課

長
補
佐
）
中
村
誠
治
▽
文
化
の
里
花
咲

き
ホ
ー
ル
課
長
補
佐
（
文
化
の
里
古
田

紹
欽
記
念
館
課
長
補
佐
）
山
田
富
子

主
査
級

▽
生
涯
学
習
課
主
査
（
総
務
部
総

務
課
主
査
）
藤
根
勝

主
任
級

▽
文
化
課
主
任
（
社
会
教
育
課
主

任
）
川
瀬
智
美
▽
文
化
課
主
任
（
社

会
教
育
課
主
任
）
長
屋
和
幸
▽
文
化

の
里
花
咲
き
ホ
ー
ル
主
任
（
有
線
テ
レ

ビ
局
主
任
）
服
部
裕
司

主
事
級

▽
生
涯
学
習
課
主
事
（
社
会
体
育

課
主
事
）
大
野
浩
子
▽
総
合
体
育
館

主
事
（
社
会
体
育
課
主
事
）
岡
田
仁

美保
育
所
調
理
員

▽
西
武
芸
保
育
園
（
美
山
荘
）
鈴

木
お
り
ょ
う
▽
乾
保
育
園
（
い
わ
桜
保

育
園
）
山
口
け
い
子
▽
い
わ
桜
保
育
園

（
西
武
芸
保
育
園
）
臼
井
恵
子

小
・
中
学
校
　
校
務
員
・
調
理
員

▽
富
岡
小
学
校
校
務
員
（
伊
自
良

南
小
学
校
校
務
員
）
羽
根
田
悦
子
▽

伊
自
良
南
小
学
校
校
務
員
（
富
岡
小

学
校
校
務
員
）
北
野
智
登
子
▽
西
武

芸
小
学
校
校
務
員
兼
調
理
員
（
西
武

芸
小
学
校
校
務
員
）
土
田
由
美
子
▽

美
山
中
学
校
校
務
員
兼
調
理
員
（
美

山
中
学
校
校
務
員
）
木
田
紀
子
▽
高

富
小
学
校
調
理
員
（
美
山
荘
）
若
山

明
美
▽
富
岡
小
学
校
調
理
員
（
高
富

中
学
校
調
理
員
）
日
比
野
久
子
▽
富

岡
小
学
校
調
理
員
（
美
山
荘
）
田
垣

香
奈
代
▽
高
富
中
学
校
調
理
員
（
美

山
荘
）
早
矢
仕
ま
ち
子
▽
高
富
中
学
校

調
理
員
（
美
山
荘
）
早
矢
仕
浩
子
▽

美
山
中
学
校
調
理
員
（
美
山
荘
）
堀

孝
子

部
長
級

▽
消
防
長
（
消
防
次
長
兼
予
防
課

長
）
高
橋
信
夫
▽
消
防
次
長
兼
予
防

課
長
（
南
消
防
署
長
）
奥
田
和
成

課
長
級

▽
南
消
防
署
長
（
北
消
防
署
長
）

上
野
敏
信
▽
北
消
防
署
長
（
警
防
課

長
）
塗
壁
和
弘
▽
南
消
防
署
主
幹

（
北
消
防
署
署
長
補
佐
）
安
田
一
彦

課
長
補
佐
級

▽
警
防
課
課
長
補
佐
（
南
消
防
署

署
長
補
佐
）
藤
根
好
▽
南
消
防
署
署

長
補
佐
（
北
消
防
署
署
長
補
佐
）
澤

田
仁
志
（
北
消
防
署
署
長
補
佐
）
▽

北
消
防
署
署
長
補
佐
（
警
防
課
課
長

補
佐
兼
南
消
防
署
署
長
補
佐
）
中
島

正
規

係
長
級

▽
予
防
課
予
防
係
長
兼
南
消
防
署

係
長
（
警
防
課
係
長
兼
南
消
防
署
係

長
）
桐
山
武
▽
警
防
課
警
防
係
長
兼

南
消
防
署
係
長
（
北
消
防
署
係
長
）

藤
田
忍
▽
予
防
課
危
険
物
係
長
（
予

防
課
予
防
係
長
兼
南
消
防
署
係
長
）

西
森
忠
一

主
査
級

▽
北
消
防
署
主
査
（
警
防
課
主
査

兼
南
消
防
署
主
査
）
山
田
浩
徳

主
任
級

▽
警
防
課
主
任
兼
南
消
防
署
主
任

（
南
消
防
署
主
任
）
服
部
健
吾

主
事
級

▽
総
務
課
主
事
（
新
任
）
山
本
政

人
▽
予
防
課
主
事
兼
南
消
防
署
主
事

（
北
消
防
署
主
事
）
山
本
義
幸
▽
警
防

課
主
事
兼
南
消
防
署
主
事
（
北
消
防

署
主
事
）
岡
山
知
一
▽
警
防
課
主
事

兼
南
消
防
署
主
事
（
南
消
防
署
主
事
）

舩
戸
克
明
▽
警
防
課
主
事
兼
南
消
防

署
主
事
（
予
防
課
主
事
兼
南
消
防
署

主
事
）
山
田
和
憲
▽
北
消
防
署
主
事

（
警
防
課
主
事
兼
南
消
防
署
主
事
）
牧

野
正
之
▽
北
消
防
署
主
事
（
南
消
防

署
主
事
）
山
田
克
明
▽
北
消
防
署
主

事
（
予
防
課
主
事
補
兼
南
消
防
署
主

事
補
）
山
口
良
幸

主
事
補
級

▽
予
防
課
主
事
補
兼
南
消
防
署
主

事
補
（
南
消
防
署
主
事
補
）
鎧
塚
寿

人
▽
警
防
課
主
事
補
兼
南
消
防
署
主

事
補
（
北
消
防
署
主
事
補
）
市
原
明

▽
岡
田
達
雄
（
消
防
長
）
▽
鷲
見

奉
子
（
総
務
部
秘
書
課
長
）
▽
大
西

睦
生
（
伊
自
良
支
所
課
長
補
佐
）
▽

杉
山
照
子
（
ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ
ン
タ
ー

所
長
）
▽
坂
井
千
代
（
乾
保
育
園
長
）

▽
佐
野
喜
代
司
（
予
防
課
課
長
補
佐
）

▽
八
城
み
ゆ
き
（
伊
自
良
保
育
園
保
育

士
）
▽
川
崎
和
子
（
乾
保
育
園
調
理

員
）
▽
尾
河
秋
子
（
高
富
小
学
校
調

理
員
）
▽
山
田
桂
子
（
富
岡
小
学
校

調
理
員
）
▽
武
藤
八
重
子
（
富
岡
小

学
校
調
理
員
）
▽
加
藤
多
枝
子
（
美

山
中
学
校
調
理
員
）

▽
大
野
博
和
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
）
▽
矢
野
博
司
（
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
課
長
補
佐
）

消
防
本
部

単
労
職

退
　
　
職

転
　
　
出
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日　　時

5月12日（木）
午前10時～

会　　場

美山中央公民館

内　　容

教室開き

【つくしんぼ教室】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

5月13日（金）
午前10時～

会　　場

伊自良老人福祉
センター

内　　容

教室開き

5月26日（木）
午前10時～

未定（教室開きの時に説明）
5月27日（金）
午前10時～

未定（教室開きの時に説明）

【小鳩会】◇対象　0～3歳児と保護者

日　　時

5月9日（月）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

教室開き

【すくすく教室】◇対象　0～1歳児と保護者

日　　時

5月9日（月）
午前10時～

会　　場

高富中央公民館

内　　容

教室開き

5月20日（金）
午前10時～

未定（教室開きの時に説明）
5月27日（金）
午前10時～

未定（教室開きの時に説明）

【のびっこ教室】◇対象　2～3歳児と保護者対象

問い合わせ先 山県市教育委員会　生涯学習課　　36―3304問い合わせ先

会場　みやまジョイフル倶楽部　
日時　5月07日（土） 午前9時30分～
日時　5月21日（土） 午前10時～
問い合わせ先　みやまジョイフル倶楽部

55―2608

会場　伊自良図書館　
日時　5月07日（土） 午後2時～

5月14日（土） 午後2時～
5月21日（土） 午後2時～
5月28日（土） 午後2時～　

問い合わせ先　伊自良図書館　　36―3339

会場　高富中央公民館　和室
日時　5月19日（木） 午前10時30分～
対象　0～2歳児親子
問い合わせ先　高富中央公民館　　22―3351

会場　高富中央公民館図書室
日時　5月28日（土） 午後1時30分～
問い合わせ先　高富中央公民館　　22―3351

会場
日時

会場
日時

問い合わせ先

会場
日時

対象

問い合わせ先

会場
日時

問い合わせ先

もこもこもこ（みやまジョイフル倶楽部）読み聞かせ教室

お話しピーチク読み聞かせ

いない　いない　ばあ

わくわくランド

問い合わせ先 山県家庭教育研究所
22―4569（代表：野沢）

講師の先生と一緒に、テーマをもとに子育て
について考えてみましょう。
◆対　象 0～6歳児の保護者※託児あります
◆日　時 5月19日（木） 午前10時～
◆会　場 桜尾公民館
◆テーマ 「我慢する心は、家庭の中で育て

られる」

5月の家庭教育講座

問い合わせ先

子育てママの学びと交流を目的として、

子育て教室などが開催されます。

みんなで楽しく子育てしましょう。

参加者の対象に合わせて本の読み聞かせをします。

小さい子はママと一緒に来てね。
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う
ら
ら
か
な
春
の
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
四
季
の
中
で
一
番
過
ご
し
や
す
い

時
期
で
す
ね
。
そ
ん
な
春
を
感
じ
る
た

め
に
近
く
に
歩
い
て
出
か
け
る
の
も
い

い
で
す
ね
。
普
段
何
気
な
く
歩
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
も
「
あ
そ
こ
に
あ
ん
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
ん
だ
」
と
い
う
よ
う
な

新
た
な
発
見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

散
歩
な
ど
の
適
度
な
運
動
は
体
力
や
身

体
機
能
の
維
持
、
気
分
転
換
、
食
欲
増

進
な
ど
多
く
の
プ
ラ
ス
作
用
を
私
た
ち

に
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に
も
積
極
的
に

外
に
出
て
み
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
、「
日

ご
ろ
の
介
護
が
忙
し
く
て
な
か
な
か
出

か
け
ら
れ
な
い
わ
」「
同
じ
介
護
者
同

士
で
交
流
し
た
い
」
な
ど
在
宅
で
介
護

を
し
て
い
る
方
は
、
な
か
な
か
季
節
を

感
じ
と
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
季
節
を
十
分
に
感
じ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
「
介
護
者
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
在
宅
で
介
護
を
し
て

い
る
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

五
月
十
二
日
（木）

午
前
八
時
三
十
分
〜

午
後
五
時
三
十
分

▼
行
き
先

花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
（
可
児
市
）

▼
定
員

十
六
人
（
事
前
申
込
必
要
）

▼
参
加
費

会
場
ま
で
の
往
復
交
通
費
無
料
（
食

事
は
各
自
負
担
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

椿
野
苑
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

22
―

6
0
0
3

送
迎
が
必
要
な
方
は
申
し
込
み
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

山県市在宅介護支援センター 22―6838
山県市社協在宅介護支援センター 52―2800
椿野苑在宅介護支援センター 22―6003
桜美寮在宅介護支援センター 36―2013

在宅介護支援センターでは高齢者の生活や
介護について相談を受けています。
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ぼけたくないというのは誰もが願う事ですが、自分はまだそんな歳じゃないと思ってい

る方も多いのでは！？いつまでもいきいきとした脳でいられるよう、今から脳を鍛え若々

しい脳を保っていきましょう！

山県市では高齢者の認知症（痴呆）予防に効果があるという東北大学川島隆太教授の研

究成果をもとに「脳の健康教室」を開催します。

音読や簡単な計算を楽しむ週1回の教室での学習と、毎日15分程度ご家庭で学習を
していただきます。学習のお手伝いをさせていただく「学習サポーター」や、同じ教
室の学習者と交流を深めていただくことで、より効果が得られます。

●音読や簡単な計算で認知症（痴ほう）予防

楽しく学習していただくことで脳を活性化し、脳機能の維持・向上を目指すのがこ
の教室のねらいです。小学校低学年程度の計算、万葉集や与謝野晶子などの短歌、童
話といった親しみやすい教材で成果があらわれます。

●親しみやすい教材

■
対
象
者

お
お
む
ね
六
十
歳
以
上
の
市
民

■
学
習
日

六
月
〜
十
一
月

＊
受
講
者
の
皆
さ
ん
に
は
改
め
て
実
施

日
時
等
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
一
人
あ
た
り
の
学
習
時
間
は
三
十
分

程
度
　
　
毎
週
一
回
　
全
二
十
四
回
）

■
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
毎
週
金
曜
日
　
午
前
）

美
山
ジ
ョ
イ
フ
ル
ク
ラ
ブ

（
毎
週
木
曜
日
　
午
後
）

■
費
用

月
額
千
五
百
円
（
教
材
費
）

■
申
し
込
み
期
限

五
月
二
十
日
（金）

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

長
寿
福
祉
課
　
　
22
―

6
8
3
8

東
北
大
学
医
学
部
卒
業
。
同

大
学
院
医
学
研
究
科
修
了
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
国
カ
ロ
リ

ン
ス
カ
研
究
所
客
員
研
究
員
、

東
北
大
学
助
手
、
講
師
を
経

て
、
現
在
は
東
北
大
学
未
来
科

学
技
術
共
同
研
究
所
セ
ン
タ
ー

教
授
。

脳
の
ど
の
部
分
に
、
ど
の
よ

う
な
機
能
が
あ
る
の
か
を
調
べ

る
「
ブ
レ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

研
究
」
で
は
日
本
に
お
け
る
第

一
人
者
。

参
加
者
募
集
の
お
知
ら
せ

川
島
　
隆
太

氏

（
東
北
大
学
医
学
部
教
授：医

学
博
士
）
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環境衛生課　22-6828

平成17年5月19日（木）から5月27日（金）の間、山県市の各会場にて犬の登録・狂犬病予防注射を行います。
生後91日以上の犬は生涯1度の登録と毎年の狂犬病予防注射が義務づけられており、獣医師などで登録・

注射をされていない方またはその予定のない方は、御都合のよい会場で受けてください。
なお、会場で暴れたり、他の犬とトラブルを引き起こすと思われる犬の飼い主はお近くの獣医師、もしく
は市役所環境衛生課までご相談ください。

☆（料金　消費税含む） 一頭につき　　登録料　　　　　　　　3,000円（登録済の方は不要）
注射料金 2,520円
注射済票交付手数料 550円

月　　日 地　　区 実　　施　　会　　場 時　　　間

5 月 1 9 日（木）

5 月 2 0 日（金）

5 月 2 3 日（月）

5 月 2 4 日（火）

5 月 2 5 日（水）

5 月 2 6 日（木）

5 月 2 7 日（金）

伊　自　良　支　所
洞　田　公　民　館
小　倉　公　民　館
大　森　農　業　倉　庫
藤　倉　公　民　館
長　滝　公　民　館
平　井　公　民　館
掛 　 公 　 民 　 館
上　願　公　民　館
松　尾　公　民　館
富　岡　公　民　館
東　深　瀬　公　民　館
梅　原　公　民　館
佐　賀　公　民　館
桜　尾　公　民　館
大　桑　公　民　館
高　富　公　民　館
美 　 里 　 会 　 館
山　県　市　役　所
西　武　芸　公　民　館
富　波　公　民　館
美山生活改善センター
いわ桜公民館北山分館
（旧北山公民館）
片　狩　公　民　館
佐　野　公　民　館
乾 　 公 　 民 　 館
柿 野 交 流 セ ン タ ー
美 　 山 　 支 　 所
美山構造改善センター
西　武　芸　公　民　館

伊　自　良

伊　自　良

高　　　富

高　　　富

高　　　富

美　　　山

美　　　山

美　　　山

10：00～10：40
10：50～11：20
11：30～12：00
13：00～13：30
13：40～14：30
10：00～10：15
10：25～10：40
10：50～11：05
11：15～11：25
11：35～12：00
13：10～14：25
14：45～15：30
10：00～10：45
11：05～11：45
13：00～14：00
14：15～15：00
10：00～11：00
11：15～11：50
13：00～14：00
10：00～11：40
13：00～13：40
14：10～14：40

10：30～10：50

11：00～11：15
11：30～11：45
13：00～13：50
14：00～14：30
10：00～11：00
11：15～11：50
13：00～14：00

犬の登犬の登�録・録・�狂犬病予防注射狂犬病予防注射�
日程のお知らせ日程のお知らせ�

犬の登犬の登�録・録・�狂犬病予防注射狂犬病予防注射�
日程のお知らせ日程のお知らせ�

犬の登犬の登�録・録・�狂犬病予防注射狂犬病予防注射�
日程のお知らせ日程のお知らせ�

犬の登�録・�狂犬病予防注射�
日程のお知らせ�
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ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
歩
く
こ
と
）

は
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰

で
も
で
き
る
、
手
軽
で
安
全
な
運

動
。

「
た
く
さ
ん
歩
い
て
体
を
鍛
え
よ

う
…
」

な
ん
て
力
ま
ず
に
、
会
話
を
し

な
が
ら
、
景
色
を
眺
め
な
が
ら
歩

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

体
に
い
い
こ
と
を
何
か
し
て
い

る
方
も
、
そ
う
で
な
い
方
も
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
事
項
】

▼
参
加
希
望
の
方
は
、
会
場
整
備

の
都
合
上
、
五
月
三
十
一
日
ま
で

に
電
話
・
メ
ー
ル
・
F
A
X
で
健

康
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
当
日
は
、
歩
き
や
す
い
服
装
・

運
動
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
持
ち
物
】

▼
お
茶
な
ど
水
分
補
給
で
き
る
も

の
、
タ
オ
ル
（
汗
拭
き
用
）

【
そ
の
他
】

▼
山
県
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
支
援
を
目
的
に

「
健
康
づ
く
り
市
民
講
座
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
七
年
度
は
、
平
成
十
六

年
度
健
康
診
査
申
込
書
の
「
ご
自

身
の
健
康
づ
く
り
を
実
践
し
て
い

く
う
え
で
の
支
援
」
の
意
見
に
基

づ
い
て
、
今
年
度
は
美
山
・
伊
自

良
・
高
富
地
域
の
順
で
計
三
回
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。

「
歩
く
こ
と
っ
て
こ
ん
な
に
楽
し

い
ん
だ
」
と
一
人
で
も
多
く
の
皆

さ
ん
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
企

画
し
ま
し
た
。
多
数
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
全
会
場
と
も
雨
天
中
止
（
小
雨

程
度
は
決
行
）

頂上から見た景色

山県市役所　健康課

22―6839
22―2117

E-mail kenko＠city.yamagata.gifu.jp

注

FAX
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平
成
十
七
年
度
の
自
治
会
長
の

み
な
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
一
年
間
い
ろ
い
ろ
と

お
世
話
に
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

森

赤
塚
　
和
三

南

杉
山
　
正
樹

旭
ヶ
丘

今
村
　
智
之

蛍
ヶ
丘

杉
山
　
重
男

大
北

丹
羽
　
英
之

石
田
町

田
中
　
正
徳

山
本

林
　
　
正
夫

双
葉
台

森
田
　
卓
美

京
ヶ
洞

粟
田
　
　
進

星
ヶ
丘

鷲
見
　
勝
則

南
屋
敷

山
脇
　
秋
男

石
畑

早
矢
仕
　
�

美
里

西
村
新
太
郎

田
倉

佐
原
　
正
也

北
町

岡
田
　
孝
司

栄
町

平
田
　
照
雄

仲
町

山
下
　
稔
雄

本
町
一
丁
目

本
條
　
和
秀

本
町
二
丁
目

杉
山
　
　
勇

本
町
三
丁
目

鷲
見
　
弌
良

共
和
町

吉
村
　
義
信

佐
賀

田
原
　
　
要

見
晴
台

塗
壁
　
幸
夫

金
池

大
野
　
春
美

東
野
台

日
置
　
守
男

尾
右

村
瀬
　
満
晴

中
洞

村
瀬
　
良
裕

本
郷

村
瀬
　
隆
彦

本
郷
南

長
谷
川
和
弘

金
屋
洞

林
　
　
憲
二

向
塚

中
村
　
光
嗣

笹
倉

吉
田
　
克
彦

向
イ

米
田
　
昌
生

向
イ
東

藤
田
　
文
雄

鴻
ヶ
池
南

伊
藤
　
和
明

鴻
ヶ
池
北

工
藤
　
年
昭

鴻
ヶ
池
西

新
谷
　
将
和

中
央
通
り

村
瀬
　
一
夫

校
北

武
藤
　
　
茂

十
王

大
野
　
正
之

中
組

林
　
　
浩
司

尾
ヶ
洞

水
上
　
宣
明

尾
ヶ
洞
南

天
谷
　
孝
夫

伊
東

川
田
　
　
忠

伊
西

大
澤
　
清
美

宮
本

川
田
　
一
夫

栗
洞

長
屋
　
保
吉

八
京

三
輪
　
　
悟

持
成

今
井
　
鉄
美

洞

福
井
　
　
進

浦
町

杉
田
　
恵
司

町

嶋
内
　
集
治

扇
町

柘
植
　
克
實

高
木
東

三
島
宏
一
郎

阿
原

有
馬
　
安
則

塚
洞

桐
山
　
久
雄

田
口

鬼
頭
　
英
雄

上
洞

山
田
　
秀
夫

宮
下

山
田
　
博
巳

申
子

冨
田
　
隆
三

小
田

三
浦
　
光
一

中
村

岡
田
　
正
寿

高
田

土
井
　
　
健

高
田
団
地

石
崎
　
昌
幸

七
日
市

川
田
　
　
洋

椎
倉

平
野
　
良
次

伊
佐
美

武
藤
　
春
美

伊
佐
美
台

若
山
　
松
雄

赤
尾

横
山
　
史
度

市
場

矢
島
　
直
邦

栢
野

三
井
　
俊
成

市
洞

間
野
　
源
師

雉
洞

武
藤
　
嘉
邦

斧
田

玉
井
　
正
美

長
滝

早
瀬
　
武
侍

平
井

宮
田
　
軍
作

掛

佐
野
　
峰
生

松
尾

棚
橋
　
石
根

上
願

大
村
　
勝
弘

洞
田

井
　
　
進

小
倉

井
　
定
男

大
森

中
村
　
光
雄

藤
倉

上
野
　
善
己

大
門

川
島
　
清
夫

小
倉

佐
藤
　
一
良

片
狩

山
口
　
重
美

日
原

井
上
　
勝
美

神
崎

早
田
　
正
道

伊
往
戸

長
屋
　
　
勝

仲
越

飛
騨
　
照
市

小
谷
合

山
内
　
　
光

円
原

三
津
原
静
夫

今
島

古
田
　
　
勇

百
瀬

大
西
　
三
郎

神
有

大
西
与
志
巳

下
馬
場

田
中
　
良
勝

上
馬
場

田
垣
　
久
夫

山
戸

堀
　
　
森
幸

八
月

宮
川
　
憲
治

岡

長
野
　
富
郎

田
島

田
中
　
利
秋

市
井

長
野
　
利
男

奥
峠

長
野
　
昌
章

草
木

藤
木
　
一
二

塩
後

宮
川
　
　
貢

一
区

長
屋
　
　
久

二
区

臼
井
　
庄
司

三
区

臼
井
　
力
三

四
区

野
田
　
善
久

五
区

吉
田
　
公
一

六
区

林
　
　
強
臣

七
区

松
村
　
廣
光

八
区

長
屋
　
徳
松

九
区

小
原
　
昭
一

十
区

小
原
　
克
信

十
一
区

小
森
　
久
司

十
二
区

高
井
　
　
敦

十
三
区

遠
藤
　
正
毅

佐
野

早
川
　
公
明

徳
永

藤
田
　
幸
男

笹
賀

田
邉
　
和
男

田
栗

藤
田
　
征
男

椿

中
原
　
勝
哉

日
永
西

田
中
勝
太
郎

日
永
東

野
々
村
　
保

出
戸

藤
田
　
弘
美

船
越

山
口
　
宗
一

相
戸

高
井
　
勝
美

本
郷

藤
田
　
節
雄

柿
野
洞

長
屋
　
和
弘

上
北
切

堀
　
　
義
孝

上
南
切

山
内
　
　
巖

下
南
切

野
々
村
正
秀

下
中
切

木
村
　
好
春

下
北
切

小
森
　
一
之

相
原

早
川
　
由
嗣

大
洞

永
田
　
征
男

富
永

田
中
　
伸
行

水
品

植
村
　
茂
武

畑
野

田
中
　
　
守

小
原

宇
佐
美
勝
利

井
ノ
森

澤
田
　
幸
平

上
大
門

澤
田
　
　
悟

下
大
門

澤
田
　
善
典

西
植
野

桑
原
　
正
一

東
植
野

酒
井
　
　
守

市
場

江
川
　
信
行

中
島

江
川
　
健
司

樫
瀬

吉
田
　
利
明

岩
佐
神
野

吉
田
　
晴
司

杉
下

餌
取
　
　
敏

出
口

山
口
　
　
哲

中
野

大
鹿
　
碩
正

上
ノ
街
道

荒
深
　
幸
夫

上
神
野

山
田
　
廣
政

下
神
野

山
口
　
広
志

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇

高
　
富

富
　
岡

梅
　
原

北
　
山

北
武
芸

伊
自
良
南

伊
自
良
北

大
　
桑

桜
　
尾

谷
　
合 原

富
　
波

西
武
芸

乾
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▼
募
集
人
員

四
人

▼
賃
金

日
額
五
千
百
円

▼
勤
務
内
容

発
掘
調
査
作
業

▼
勤
務
時
間

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

（
実
働
六
時
間
）

▼
勤
務
地

市
内
遺
跡
発
掘
現
場

▼
雇
用
期
間

平
成
十
七
年
六
月
一
日

〜
平
成
十
七
年
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
で
六
十
日
以
内
（
文
化
課
が
指
定

す
る
日
）

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
を
除

く
）

▼
資
格
、
条
件

市
内
在
住
で
三
十
五

歳
〜
七
十
歳
の
健
康
で
歴
史
に
興
味

が
あ
る
方

▼
応
募

五
月
二
十
日
（金）
ま
で
に
履
歴

書
を
秘
書
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

文
化
課
　
　
36
―

3
3
0
5

▼
募
集
人
員

二
人

▼
賃
金

日
額
六
千
三
百
円

▼
勤
務
内
容

学
校
図
書
整
理

▼
勤
務
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午

後
四
時
十
五
分
（
実
働
七
時
間
）

▼
勤
務
地

市
内
小
・
中
学
校

▼
雇
用
期
間

平
成
十
七
年
六
月
一
日

〜
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

▼
勤
務
日

月
曜
〜
金
曜（祝

日
を
除
く
）

▼
資
格
、
条
件

図
書
司
書
ま
た
は
図

書
司
書
教
諭
の
資
格
を
有
す
る
者

▼
待
遇

社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険

加
入

▼
応
募

五
月
二
十
日
（金）
ま
で
に
履
歴

書
に
資
格
の
証
明
が
で
き
る
書
類
を

添
付
し
て
秘
書
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
　
　
36
―

3
3
0
3

農
業
振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
た
地
域

内
に
あ
る
農
用
地
（
田
・
畑
・
樹
園
地

な
ど
）
は
、
造
成
（
転
用
）
し
て
農
業

以
外
の
用
途
に
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

し
か
し
緊
急
で
、
や
む
を
得
な
い
場

合
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
地
域
か
ら

の
除
外
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。農

振
農
用
地
か
ら
の
除
外
申
請
を
す

る
場
合
は
、
九
月
末
日
ま
で
に
申
請
書

を
農
林
水
産
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課
　
　
22
―

6
8
2
9

平
成
十
七
年
度
に
狩
猟
免
許
試
験
を

受
け
る
方
を
対
象
に
、
関
係
法
令
お
よ

び
知
識
、
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
て

予
備
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

六
月
二
十
日
（月）

▼
場
所

岐
阜
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館

（
岐
阜
市
藪
田
南
五
―

一
四
―

五
三
）

▼
受
講
料

七
千
円
（
昼
食
代
含
む
）

▼
申
込
期
限

六
月
十
三
日
（月）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

山
県
市
猟
友
会
　
　
55
―

3
1
2
1

55
―

3
1
5
1

農
振
農
用
地
除
外
申
請
書
の
提

出
は
九
月
末
日
ま
で
に

日
日
雇
用
職
員
募
集

狩
猟
免
許
試
験
予
備
講
習
会

01日（日） 山県市近郊バレーボール交流会

03日（祝） 岐阜県バドミントン初心者大会

08日（日） 小学生さわやか杯
バレーボール交流会

15日（日） 全日本男子
バレーボールチーム交流会

22日（日） 中体連バレーボール
岐阜地区大会

28日（土） インターハイバレーボール
県予選第1日目

29日（日） インターハイバレーボール
県予選第2日目

総合体育館　　22－6622

【休館日　毎週月曜日】

5月の総合体育館スポーツイベント

一
般
事
務
職
（
文
化
課
）

学
校
図
書
司
書
（
学
校
教
育
課
）

FAX
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緑
の
募
金
は
、
緑
の
必
要
性
、
緑
化

へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

国
土
緑
化
運
動
の
一
環
で
、
寄
せ
ら
れ

た
募
金
は
、
県
内
の
植
樹
、
育
樹
行

事
、
公
共
施
設
の
緑
化
や
緑
の
少
年
団

の
育
成
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

本
年
度
も
各
自
治
会
を
通
じ
て
募
金

運
動
を
展
開
し
ま
す
の
で
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
　
三
月
一
日
〜
五
月
三
十
一
日

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
水
産
課
　
　
22
―

6
8
2
9

皆
さ
ん
、「
行
政
相
談
」
っ
て
ご
存

じ
で
す
か
？

「
行
政
相
談
」
と
は
、
国
の
行
政
機

関
や
特
殊
法
人
の
仕
事
に
つ
い
て
、
皆

さ
ん
か
ら
苦
情
や
要
望
を
お
聞
き
し
、

そ
の
解
決
の
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
行
政
相

談
委
員
が
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞

き
し
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。鷲

見
奉
子
さ
ん

（
高
富
　
　
22
―

1
5
3
5
）

宮
田
充
秋
さ
ん

（
平
井
　
　
36
―

3
6
2
5
）

江
崎
　
淳
さ
ん

（
片
原
　
　
54
―

2
1
4
0
）

定
例
相
談
日
は
、
毎
月
広
報
に
掲
載

し
ま
す
。
ま
た
、
岐
阜
行
政
評
価
事
務

所
（
岐
阜
市
金
竜
町
五
―

十
三
　
岐
阜

合
同
庁
舎
　
　
0
5
7
0
―

0
9
0
1

1
0
）
で
は
、
い
つ
で
も
行
政
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

秘
書
課
　
　
22
―

6
8
2
1

大
桑
、
四
国
山
香
り
の
森
公
園
に
あ

る
、
香
り
会
館
。

体
験
工
房
で
は
リ
ー
ス
や
香
水
、
ハ

ー
ブ
石
け
ん
作
り
が
で
き
、
飲
食
の
で

き
る
喫
茶
棟
が
あ
り
、
ガ
ー
デ
ン
に
は

季
節
の
ハ
ー
ブ
が
咲
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
県
市
内
の
特
産
品
や
、
山

県
市
観
光
協
会
推
奨
土
産
品
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

お
み
や
げ
や
、
お
も
て
な
し
に
ぜ
ひ

ど
う
ぞ

▼
営
業
時
間

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

▼
毎
週
火
曜
日

定
休

五
月
十
六
日
〜
二
十
二
日
は

「
春
の
行
政
相
談
週
間
」

香
り
会
館
へ遊

び
に
来
ま
せ
ん
か

緑
の
募
金
に
ご
協
力
を

07日（土） 10:00～ 一輪車であそぼう【持ち物】お茶
14日（土） 09:00～ 切り絵　定員10人

【持ち物】しきし1枚
21日（土） 13:30～15:30 パン教室（高富公民館集合・

解散）
子どもだけでもOK・親子でもOK 定員15人
【持ち物】材料費（親子500円・子どものみ300
円）・エプロン・タオル・ビニール袋・お茶

28日（土） 10:30～ ミュージックベル　定員15人
※毎週水曜日（15:00～16:00） 珠算クラブ

07日（土） 10:00～ 押し花　定員10人
【持ち物】ハンカチ・お茶

14日（土） 9:00～ 散歩　定員10人
【持ち物】帽子・お茶・タオル、リ
ュック・おやつ100円分

21日（土） 09:30～ 切り絵　定員10人
【持ち物】ハンカチ・お茶

28日（土） 10:30～　いけばな　定員10人
【持ち物】600円（花・器代）・ハ
ンカチ、花切りバサミ（ある子）

高 富 児 童 館　　　22－4750 子どもげんきはうす　　　23－2323

5月1日午前9時から参加希望者の申込受付を開始します（電話での申し込みもOK）。
定員になり次第締め切らさせていただきます。 ※詳しくは各施設に問い合わせください

行
政
相
談
委
員

ピヨピヨクラブ（1歳児）
ケロケロクラブ（2歳児）
10日（火） 10:30～　ピヨピヨ・ケロケロクラブ合同説明会
31日（火） 合同春の遠足（畜産センター）

いちごクラブ（1歳児）
めろんクラブ（2歳児）
11日（水） 10:30～ いちご・めろんクラブ合同説明会
31日（火） 合同春の遠足（畜産センター）

※参加されたい方はクラブへの申し込みが必要ですので各施設へお尋ねください。
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市
内
の
一
般
住
宅
や
そ
の
敷
地
内
に

で
き
た
ハ
チ
の
巣
を
、
市
の
指
定
業
者

に
依
頼
し
て
駆
除
し
た
場
合
、
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
指
定
業
者
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
期
間

平
成
十
七
年
十
一
月
三
十
日
（水）
ま
で

▼
助
成
金
額

一
件
当
た
り
五
千
円
限
度

▼
問
い
合
わ
せ
先

環
境
衛
生
課
　
　
22
―

6
8
2
8

岐
阜
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
徹
底

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
事
を

目
的
に
、
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

相
談
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
。
い
じ
め
、
体

罰
、
部
落
差
別
・
女
性
差
別
な
ど
の
差

別
問
題
、
家
庭
内
（
夫
婦
・
親
子
・
結

婚
・
離
婚
・
扶
養
・
相
続
な
ど
）、
借

地
借
家
、
近
隣
間
の
も
め
ご
と
、
悩
み

ご
と
な
ど
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

ま
た
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
日

六
月
一
日
（水）

午
後
一
時
〜
午
後
三
時

▼
場
所

高
富
地
域

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

伊
自
良
地
域

伊
自
良
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

美
山
地
域

美
山
支
所

▼
相
談
担
当
者

市
人
権
擁
護
委
員

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
　
　
22
―

6
8
3
7

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

0
5
8
―

2
4
5
―

3
1
8
1

平
成
十
七
年
度
標
語

『
ち
が
う
み
ん
な

ち
が
う
夢
　
お
ん
な

じ
大
き
な
未
来
』

市
来
陽
子
さ
ん
（
東
京
都
）
の
作
品

こ
の
機
会
に
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

『
子
ど
も
の
権
利
』『
親
子
の
ふ
れ
あ

い
』

ハ
チ
駆
除
費
の
一
部
を
助
成

五
月
五
日
〜
十
一
日

『
児
童
福
祉
週
間
』

全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
委
員
の

日
」
特
設
相
談
所
開
設

毎
年
六
月
一
日
は
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
で
す

さわやかな季節を迎えましたが、この時期空気が乾燥し、
毎年林野火災が多く発生しています。消防本部では、火災を
予防するために岐阜地方気象台発表の火災気象通報と消防本
部の気象観測から判断し、山県市火災警報発令規程により火
災予防上消防長が危険であると認めた場合に火災警報を発令
します。
火災警報が発令された場合は、下記のとおり火の取扱いが
制限されますのでご協力をお願いします。
1．山林、原野などにおいて火入れをしないこと
2．屋外において火遊びやたき火をしないこと
3．屋外では、引火性または爆発性等可燃物の付近で喫煙
しないこと
4．残り火（タバコの吸殻を含む）、取り灰または火の粉を
始末すること
5．屋内において火を使用する時は、窓、出入口などを閉
じて行うこと
6．花火をしないこと
※火災警報を発令した場合は、防災無線や広報車で市民の皆
さんにお知らせします。

◆平成17年度消防団役員◆

団　長 武　藤　嘉　邦
副団長 北　村　千　行
副団長 恩　田　康　雄
副団長 小　島　裕　二
第1分団長 中　山　法　俊
第2分団長 森　　　忠　広
第3分団長 矢　崎　修　二
第4分団長 服　部　裕　司
第5分団長 宇　野　長　久
第6分団長 大　沢　正　道
第7分団長 田　中　隆　司
第8分団長 武　藤　和　明
第9分団長 石　神　英　樹
ラッパ長 木　田　洋　典

火事・救急・救助は　119番
山県市消防本部　　22－0119



22広報やまがた 2005.5

今
や
健
康
の
源
は
『
食
に
あ
り
』

健
康
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
栄
養
、

運
動
、
休
養
の
基
礎
と
各
テ
ー
マ
ご
と

の
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

規
定
の
回
数
を
出
席
さ
れ
た
方
は
、

食
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
躍
し
て

い
た
だ
け
ま
す
の
で
ぜ
ひ
自
分
の
健
康
、

家
族
の
健
康
、
地
域
の
健
康
の
た
め
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
開
催
時
期

五
月
二
十
七
日
（金）

午
前
九
時
三
十
分
〜

十
回
コ
ー
ス

（
毎
月
一
回
・
八
月
は
休
み
）

七
回
以
上
出
席
の
方
に
修
了
証
授
与

▼
場
所

保
健
福
祉
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容

講
義
と
調
理
実
習

▼
参
加
費

千
円

（
テ
キ
ス
ト
代
・
食
材
料
代
含
む
）

▼
申
し
込
み
期
限

五
月
二
十
日
（金）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康
課
　
　
22
―

6
8
3
9

木
造
住
宅
の
地
震
に
対
す
る
安
全
性

の
向
上
を
図
り
、
地
震
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
る
た
め
、
住
宅
耐
震
診
断

を
行
う
方
や
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
に

基
づ
い
て
耐
震
補
強
工
事
を
行
う
方

に
、
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

《
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業
》

木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
用
の
一
部
を
助

成▼
助
成
対
象
住
宅
（
市
内
に
あ
る
木
造

住
宅
で
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

も
の
）

1．

昭
和
五
十
六
年
五
月
三
十
一
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
階
数

が
二
以
下
の
も
の

2．

併
用
住
宅
の
場
合
は
、
延
床
面

積
の
過
半
の
部
分
が
、
住
宅
に
用

に
供
さ
れ
て
い
る
も
の

3．

枠
組
み
壁
工
法
お
よ
び
丸
太
組

工
法
の
住
宅
で
な
い
も
の

4．

大
臣
な
ど
の
特
別
な
認
定
を
得

た
工
法
に
よ
る
住
宅
で
な
い
も
の

5．

共
同
住
宅
ま
た
は
、
長
屋
建
住

宅
で
居
住
者
が
所
有
者
以
外
の
者

を
含
む
場
合
は
、
居
住
者
全
員
が

耐
震
診
断
を
受
け
る
こ
と
を
承
諾

し
た
も
の

▼
助
成
対
象
者

助
成
対
象
住
宅
の
所
有
者

▼
助
成
対
象
経
費

相
談
士
に
よ
る
木
造
住
宅
の
耐
震
診

断
の
た
め
の
経
費
で
、
一
棟
あ
た
り

三
万
円
を
限
度
と
す
る

▼
助
成
率

助
成
対
象
経
費
の
六
分
の
五
以
内

限
度
額
二
万
五
千
円

《
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
補
助
事

業
》

木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事
費
用
の
一
部

を
補
助

▼
補
助
対
象
住
宅

一．

山
県
市
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助

成
事
業
に
よ
る
耐
震
診
断
を
受
け

た
住
宅

二．

前
記
の
診
断
で
建
物
評
点
が
二

以
下
で
あ
っ
た
も
の
を
耐
震
補
強

工
事
に
よ
っ
て
評
点
を
四
以
上
、

ま
た
は
（財）
日
本
建
築
防
災
協
会
の

「
木
造
住
宅
の
耐
震
精
密
診
断
と

補
強
方
法
」
に
よ
る
総
合
評
点
を

一．

〇
以
上
に
す
る
も
の

三．

補
強
工
事
は
、
岐
阜
県
木
造
住

宅
耐
震
相
談
士
に
よ
り
設
計
お
よ

び
工
事
監
理
さ
れ
る
も
の

▼
補
助
対
象
者

補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者

▼
補
助
対
象
経
費

耐
震
補
強
工
事
の
た
め
の
費
用
で
一

棟
あ
た
り
百
二
十
万
円
を
上
限
と
す

る
▼
補
助
限
度
額

補
助
対
象
経
費
の
二
分
の
一
以
内
で

上
限
六
十
万
円

▼
申
込
・
問
い
合
せ
先

管
理
課
　
　
22
―

6
8
3
1

事
業
主
を
対
象
と
し
た
、
平
成
十
八

年
三
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
の
求
人

取
扱
説
明
会
を
下
記
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

▼
日
時

六
月
六
日
（月）

（
第
一
回
目
）
午
前
十
時
三
十
分
〜正午

（
第
二
回
目
）
午
後
二
時
三
十
分
〜

午
後
四
時

※
受
付
時
間
は
三
十
分
前
か
ら
。

▼
場
所

長
良
川
国
際
会
議
場
四
F
大
会
議
室

（
岐
阜
市
長
良
福
光
二
六
九
五
―

一
）

※
公
共
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
内
容

平
成
十
八
年
三
月
新
規
学
卒
者
の
求

人
募
集
・
選
考
・
採
用
に
つ
い
て

▼
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
岐
阜

求
人
第
二
部
門
（
学
卒
係
）

0
5
8
―

2
4
7
―

9
8
9
2

栄
養
教
室
開
講
の
ご
案
内

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事

業
・
木
造
住
宅
耐
震
補
強
工
事

費
補
助
事
業

平
成
十
八
年
三
月
新
規
学
校
卒

業
者
求
人
取
扱
説
明
会
の
開
催

に
つ
い
て
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平成13年1月1日発行

高　富

長　滝

小　倉

大　門

原

富　永

岩　佐

高　富

東深瀬

高　木

梅　原

平　井

佐　野

岩　佐

高　富

東深瀬
西深瀬

高　木

梅　原
赤　尾

大　桑

大　桑

藤　倉
原

谷　合

出　戸
富　永

岩　佐

中　洞

5月の�
～6月5日�

この欄は、山県市役所本庁または支所の窓口で届出を
された、本市に住民登録がある方を掲載しています。
※本市に住民登録があり他の市区町村で届出をされ、掲
載をご希望の方は市民課（ 22―6827）までご連絡く
ださい。

山県市届出分のみ掲載
（敬称略）

31,298人（－ 29）

男 15,349人（－ 3）

女 15,949人（－ 26）

世帯数 9，838戸（＋ 12）

前月比

3月届出分
人口の動き（平成17年4月1日現在）

カン・白
色トレイ

13日

9日

16日

18日

11日

20日

18日

23日

6日

5日

4日

3日

26日

28日

27日

25日

27日

びん・ペッ
トボトル

19日

24日

21日

14日

21日

17日

7日

10日

12日

10日

不燃ごみ
粗大ごみ

24日

25日

20日

23日

16日
17日

18日
19日

26日

11日

12日

27日
30日

6日

2日

6日

9日

10日

燃える
ご　み

月
・
木
曜
日

火
・
金
曜
日

月
・
木
曜
日

森・南・旭ヶ丘・蛍ヶ
丘・田倉

大北・石田町・山本・双
葉台・京ヶ洞・星ヶ丘・
南屋敷・石畑・美里

北町・栄町・仲町・本
町1、2、3丁目

共和町

佐賀・見晴台・金池

東深瀬・高木東・阿原

西深瀬

高木（高木東・阿原を
除く）

梅原

桜尾

大桑

長滝・平井・掛・松
尾・上願

洞田・小倉・大森・藤
倉・大門

北山

原

谷合

北武芸

乾

富波

岩佐

中洞

平成13年4月からドラム缶や田畑などを利用したプラス
チックやビニ－ルなどのごみ焼却は禁止となっておりま
す。臭いや煙が発生し、ご近所の方に迷惑をかけることが
あります。
また、家庭で燃やすことはダイオキシンの発生原因とも

なりますので、野外焼却はやめましょう。
詳しくは　環境衛生課　　22-6828まで

知っていますか？　野外焼却の禁止
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▼
今
回
の
異
動
で
広
報
紙
担
当
を
離
れ
ま

し
た
。
▼
市
に
な
っ
て
か
ら
二
年
、
旧
町

か
ら
の
通
算
だ
と
？
年
間
の
広
報
マ
ン
生

活
。
じ
た
ば
た
し
て
い
る
う
ち
に
終
わ
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
▼
最
後
に
な
っ
て
も

写
真
は
ピ
ン
ト
が
あ
わ
ず
、
文
章
は
意
味

不
明
と
、
成
長
の
跡
が
み
ら
れ
な
い
ま
ま

の
異
動
と
な
り
ま
し
た
が
、
長
い
間
ご
協

力
い
た
だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
こ
の
場

を
借
り
て
お
礼
を
申
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
』（
O
N
）

▼
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
早
い
も
の

で
一
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
担
当
に
な
っ

て
、
少
し
は
ま
わ
り
の
環
境
に
慣
れ
て
き

た
も
の
の
、「
取
材
」
の
言
葉
を
耳
に
す
る

と
緊
張
で
す
。
▼
今
ま
で
か
か
わ
り
の
な

か
っ
た
方
と
の
出
会
い
を
、
大
切
に
し
よ

う
と
心
し
て
取
材
に
出
発
。
で
も
…
…
ひ

た
す
ら
カ
メ
ラ
を
の
ぞ
く
だ
け
が
精
一
杯

の
私
、
ブ
ル
ー
な
気
持
ち
で
終
わ
り
ま
し

た
。
▼
い
ろ
い
ろ
な
方
々
と
お
話
し
で
き

る
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ど
こ
か

で
お
会
い
し
た
ら
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
。

（
K
）
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杉
山
い
づ
み
さ
ん
（
高
富
）

が
こ
の
ほ
ど
（社）
婦
人
発
明
家
協

会
主
催
の
「
第
三
十
七
回
な
る

ほ
ど
展
」
に
「
半
巾
用
帯
結
び

道
具
」
で
（社）
発
明
協
会
会
長
奨

励
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
の
岐
阜
県
発
明

く
ふ
う
展
で
は
「
お
太
鼓
用
帯

結
び
道
具
」
が
婦
人
の
部
で
県

知
事
賞
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
発
明
を
す
る
き

っ
か
け
に
つ
い
て
杉
山
さ
ん
は

「
十
年
ぐ
ら
い
前
に
お
茶
を
習

っ
て
い
て
着
物
を
着
る
機
会
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
び

に
袋
帯
の
二
重
太
鼓
が
き
れ
い

に
結
べ
な
く
て
帯
結
び
に
苦
労

し
て
い
ま
し
た
。
あ
る
時
、
雑

誌
に
前
結
び
の
方
法
が
載
っ
て

い
て
、
そ
の
と
き
こ
こ
が
固
定

で
き
た
ら
と
い
う
ひ
ら
め
き
が

あ
り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
考
え

て
い
る
う
ち
に
『
特
許
、
特

許
』
と
何
度
も
耳
元
で
聞
こ
え

て
き
た
の
で
特
許
事
務
所
で
形

に
し
ま
し
た
」。

平
成
八
年
に
、「
お
太
鼓
用

帯
結
び
道
具
」
の
帯
板
が
実
用

新
案
登
録
に
、
平
成
十
一
年
に

「
帯
枕
」
を
特
許
を
と
ら
れ
ま

し
た
。

「
こ
の
た
び
受
賞
し
た
物
は

半
巾
用
で
文
庫
結
び
を
す
る
の

に
便
利
で
す
。
前
板
と
後
板
が

連
結
し
て
コ
ル
セ
ッ
ト
状
と
な

っ
て
お
り
、
先
に
羽
根
を
平
面

で
つ
く
っ
て
ゴ
ム
で
く
く
り
ま

す
。
結
び
方
は
い
ま
ま
で
の
や

り
方
と
逆
に
な
り
ま
す
。
従
来

は
胸
近
く
で
羽
根
を
作
り
ま
し

た
が
、
平
面
で
作
る
こ
と
に
よ

り
羽
根
が
作
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
こ
の
五
月
に
は
、
文
庫
結

び
用
帯
結
び
道
具
が
お
か
げ
さ

ま
で
特
許
と
な
り
ま
す
」。

「
こ
の
地
域
は
昔
か
ら
縫
製

が
さ
か
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
縫

製
で
で
き
る
の
で
何
と
か
産
業

に
な
ら
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
は
製
作
能
力
に
限

り
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
い
ま
、

企
業
化
を
夢
見
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
作
成
を
勉
強
中
で
す
」。

体
に
優
し
く
　
よ
り
楽
に

FAX


